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第5表

10月14日調査

　 項 目

瞳の種類

草　　 丈 ¢吟 葉　　 敷 く枚） 茎　　 数　体） 10株当り乾物重切 枯死（寒害）珠率輸

上位列 下位列 上位列 下位列 上位列 下位列 上位列 下位列 上位列 下位列

横　　　 瞳 （D 1 1．7 1 1．0 4 0 4 6 鼠1 8 7 n 5 5 4 n 5 5 ° 0 5 5．8

0
横　　　 瞳 （診 1 2．5 10．9 5．2 4 7 鼠1 8 7 n 4 2 9 a 5 4 9 0

注t　横うね①は下位列の播種穴が，瞳の肩の端に位置するようにシートを張ったもの。

横うね②は下位列の播種穴が，畦の肩より離れた位置になるようにシートを張ったもの。

5．む　　す　　び

債斜地における畑稲マルチ栽培において，畦の方向

が横吐であると，明らかに下位列が上位列に比べ，生

育，収量が劣った。その原因として

t　地温が低い。

2・受光量が少なく，根因が狭い。

5・土壌水分が多く，温度とも相関遷して，立枯症

状の発生の一原因と考えられる。

以上の結果，対策として

①細目の1列フイルムの使用

②下位列のホールが中央部に位置する変型フイルム

の使用

が考えられる。

畑稲マルチ栽培に関する研究

第7報　睦面の整地とフイルムの密着条件の影響

佐藤忠士・古沢典夫・鎌田信昭・神山芳典

（岩手県魚試）

1．ま　え　が　き

岩手県における畑稲マルチ栽培は革新的な技術とし

て，昭和45年度から本格的に農家段階に普及し，顕

著な成果をあげてきた○また効果を発揮できない一部

の農家についても問題点を指摘してきた。そのうち昭

和45，44年度に整地条件によるフイルムの密着の

良否が畑稲の生育および雑草発生消長に及ぼす影響に

ついて検討した結果，整地の良否がマルチ栽培の効果

を左右することが実証できた0つまりフイルムの密着

の不良は地温上昇効果少なく，とくに畑稲の初期生育

が劣り，出穂期が遅れ，穂揃い悪く，板宿歩合も低下

し・屏米増をまねくことが明らかとなった。

また除草効果は整地方法による差がきわめて窮著で

あり・整地が均平であればフイルムの密着が良好で，

唾面の雑草発生を抑制することが確認されたので参考

に供したい。

2．試　験　方　法

1．昭和45年度

＝）供用品種：シモキク

（2）供用圃場：腐植質火山灰性壌土

脚　施肥量（成分軸′a）：N－88，Ⅰ20，

－1・74，E20－10占

（4）播種法：8212透明PHSを使用，密度は

a当りt占87株，1穴10粒播種

（5）播種期：8月5日（晩播）

（6）供試条件：1）無整地，2）くわ整地

5）ローラー1回，4）ローラー
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2回，5）かまぼこ整地

（7）1区面領および区制：1区12㌦　2区制

2．昭和44年度

（1）（2日3）（4）（7）は45年度に同じ。

（5）播種期：5月5日

（6）供試条件：無整地　ローラー1，2，5回

かまぼこ整地の5条件

（8）除草体系：PHS一皿（プロノ（トリンをa当り

成分8才ねり込んだフイルム）を被覆し，同日播竜，

10日後M C C成分40才を全面に散布，その15日

後に♪C‡）A成分10才を畦間と穴部に散布した。

第1表　生育　調査　な　ど　（昭和45年度）

与．試験緒果および考察

昭和45年度の試験は8月に入ってから開始したの

で，時期を失した感があるが，試験の経過と一般的な

傾向の概略を述べると，床面の整地とフイルムの密着

度の関係は，当然のことながら，無整地が最も悪く，

空間が多く，したがって水滴がフイルムの下にほとん

ど付着しない状態である。ついで鍬整地が悪く，ロー

ラー1回，かまぼこ型，ローラー2回の順に密着がよ

くなり，ローラー2回では水滴が一様に全面に付着し

た（第1蓑）。

密 着 度 草　 丈 同　　 比 1 株 茎 数
〝㌔ 当 り

茎 数

同　　 比
1 株

生 体 重

不　　 良
5 m ヂ潤 7 a 8 喀 1 5．8 本 2 d 4 本 “ ．1多 8．4 5 才

や や 不 良 5 6．4 9 2．7 2 8．0 4 占8 8 1，7 1 8．0 5

良 5 乳2 1 0 0．0 5 4 5 5 7 5 1 0 0．0 2 D．0 5

良 4 m 7 1 0 5．8 5 5．8 5 9 8 1 0 4 4 2 5．0 7

唾　　 良 4 5．4 1 1 0．7 5 ヱ0 ‘ 1 8 1 0 7 9 5 m 7 8

ノ区　別

1　　　無　整　地

2　　　　く　わ　整　地

5（標）ローラー1回

4　　　　カマポコ整地

5　　　　ローラー2回

1 株
乾物重

同　　 比 乾物歩合
11月228

1 4時5cm
地　 温

同　 比

52．2喀

80．1

100．0

115．2

155．7

土壌の硬度（コーン指数）

区　別 5 1 0 1 5

2．5 0 才 5 5．8 喀 5 a 8 喀 鼠 5 ℃ 9 5．1多 C机
1．9

5．2叫 5．2 e硯

5．7 5 8 1．5 5 5．7 1 0．0 9 a O 2．2 5．5 4 9

ス0 5 1 0 0．0 5 5．1 1 0．2 1 0 0．0 1．9 4 0 4 4

ヱ7 0 1 0 9．5 5 5．4 1 1．1 1 0 9．8 2，7 5．5 5．4

鼠 d 8 1 4 0．5 5 2．1 1 1．8 1 1 5．7 2．5 4 d ヱ4

1　　　無　　整　地

2　　　　く　わ　整　地

う（標）ローラー1回

4　　　　カマポコ整地

5　　　　ロ　ーラー2回

注．コーン指数については円錐質入抵抗を示すもので，農技研式S R2型を供用した。

整地方法と地温の関係をみると，時期的には多少問

題があると思われるが，一例として11月22日14時

の床面中央5e罰地温の調査結果を第1表にかかげたが，

無整地鼠5℃に対して，ローラー2回は118℃と2・5

℃（12．4留）の上昇効果がみられ，ついでかまぼこ塾

が高く，フイルムの密着良否が地温上昇に大きく関与

することが認められた（なお調査当日の最高気温は

82℃，日照81時間で快晴であった）0

無整地の地温上昇不良はフイルムの密着不良により，

床面の水分蒸散と植穴からの通風による地温低下など

によるものと考えられる。

また整地方法と土壌硬度の関係を調査した結果，第

1表のように，5e硯までは数億的な差は少ないながら，

やはり鎮圧区がコーン指数は若干大きく，なかでも盛

土したかまぼこ型区が硬かった。15m以下では鎮圧

2回区とかまぼこ型の硬度が高くなった。なお測定は

行なわなかったが，土壌の鎮圧は毛管水の昇降など，

水分状態にも影響したものと考えられる。

畑稲の生育調査は10月20日に行ない，草丈，茎

数，風乾重ともにフイルム密着の良好な区が優ってい

た。このことは前掲の地温の差が畑稲の生育につなが

ったものと考えられる0
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以上は晩播によるもので，実収量まで追跡できなか　　結果は第2表のとおりであるが，前年度の傾向とはぼ

ったので，44年度に前記の試験方法により実施した　　同一であった（第2表）。

第2表　生育の経過と収量調査（昭和44年度）

7　 月　 4　 日 7　 月　 2 2　 日
項　目 9　月　9　日

草丈 同比

l

茎数 同比 草丈 同比 茎数 同比 稗長 穂長 穂数

e椚 1DO．♂ 本 1。。．♂ e筏 1。諸 本 1。n ♂ Cj花 e】兜 本

50．4 51．0 5 1．8 4ヱ5 75．5 18．0 29．7

2ヱ5 92．5 27．5 90．4 47 7 92．9 42．2 91．2 72．0 17 5 24 9

28．5 95．0 27 0 89．4 49．5 98．0 44 5 98．2 75．5 1ヱ8 27 5

28．8 9占．d 28．8 94 7 51．0 99．5 42．1 9 1．0 72．4 18．1 28．5

29．4 9a 7 50．° 101．5・ 50．0 9ス4 45．7 94 5 75．2 17 9 Zd，7

i 29・0 97 5 28．8 94 7 50．1 97 8 58．8 85．9 75．9 1ス7 28．5

29．2 1DO．0 29．4 180．0 50．9 100．0 45．2 100．0 75．1 1ヱd 28．0

1（標〉ローラー2回整地

2　　無　　整　　地

5　　ク　ワ　整　地

4　　ローラー1回整地

5　　ローラー5回

d　　カマ　ポコ整地

7（漂）ローラー2回整地

出 穂 期

乱　　　　 当　　　　 り
玄 米

ヱ 重わ ら 重 精 粗 重
精 玄

米 重
同 左 比

籾 摺

歩 合
屠 米 重

月　 日 。2．㌘ダ K ク 晦 喀 喀 K g 才

8．1 8 d 5．0 5 t l 1 0 D 8 1．2 1．9 1 8 2 5

2 0 5 ヱ 5 d n 5 4 8 0 9 4 7 9．5 2 ．2 2 8 2 5

1 9 5 8．4 d 1．7 4 9．7 9 7 8 0．5 1．8 2 8 2 4

1 8 5 8 ．9 6 2 ．5 5 0．5 9 8 8 0．5 1．7 5 8 2 4

1 8 d n S 8 5 ．8 5 1．2 1 0 0 8 0．4 1．9 0 8 2 5

18 5 7 5 8 5．5 5 1．1 10 0 8 0．8 1．8 1 8 2 5

18 5 9．8 占5．5 5 1．4 10 0 8 0．9 1．7 8 8 2 （5

千粒重
項　目

区　別

1　p－　ラ　ー　2　匝1

2　無　　整　　地

5　ク　ワ　整　地

4　ロー　ラ　ー1回

5　ロー　ラ　ー　5　回

‘　カ　マ　ポ　コ　型

7　ロ　ー　ラ　ー　2　回

整地の良好な処理区ほど生育は良好であって，とく

にその差は初期ほど大きく，後期に差は縮まった。無

整地区は出穂が2日遅れ，収量も8帝の減収で，青米

が多く認められた。

ついで鍬整地が劣り，後半にかなり追いついたが若

干の減収は免れなかった。このことは初期の生育不良

が，内的に後半まで影響を及ぼし，穂数はある程度確

保したものの，弱勢穂が多く，穂揃い悪く，稔実が劣

ったものと考えられる。またローラー2回，5回，か

まぼこ型との間には，鼻音戚量ともに大きな差は認め
られないので，ローラー2回で充分な効果が期待でき

るものと思われる（第5表）。

第5蓑　　播種後47日の雑草調査（44年度）

残存雑草調査表（44年‘月19日調査） 17㌦当り

　 項 目

区 別

禾　　 本　　 科 非　 禾　 本　 科 合　　　　　　　 計

本　　 数 重　　 量 本　　 数 重　　 量 本　　 数 重　　 量 同　　 比

1 （舞 ） ロ ー ラ ー 2 回 1．8　 本 1．1 8　才 5 ．6　 本 n 7 8　 才 5 ．4 本 1．9 8　 才 1 0 0　 喀

2　　 無 ．整　 地 1 占．5 ヱ8 4 4 5 ．占 15 ．2 4 5 9．9 5 5 ．0 8 1，8 8 8

5　　 ク　 ワ　 整　 地 1 2．7 1 5 ．8 4 1 2 ．7 1 5．9 6 2 5 ．4 2 9．8 0 1，5 2 0

4　　　 ロ ー ラ ー 1 回 0 0 鼠 1 1 5．2 D 鼠 1 1 5．2 0 6 7 5

5　　　 ロ ー ラ ー 5 回 5 ．8 n 2 0 1．8 0．5 ° 5．4 0．5 d 2 9

‘　　 カ マ ポ コ 整 地 1．8 1．2 9 D 0 1．8 1，2 9 8 °
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整地の良否と雑草の関係は一部報告ずみであるが，

雑草の発生機作についてみると，各区ともフイルムは

P H S－8を用いているが，整地の悪い区はフイルム

面に水滴がつかず，除草剤の溶出悪く，除草効果が劣

り，凹地になった所に風が吹きこみ，空間状態を作り，

高温を好む雑草などの多発を助長したと考えられる。

整地が良好で床面とフイルムが密着した区では，水

滴の付着よく，プロメトリンの溶出が促進され，除草

剤処理層がむらなく整一になって除草効果が高まり，

また密着区は，風の吹き込みも少なく，床面が高温

（55℃くらい）となって，発生した雑草を枯殺する

ことが認められた。

したがって47日後の雑草の発生量は第5蓑のとお

り，各処理の間で極端な差ができたものと考えられる。

4．む　　す　　び

以上の結果からマルチ栽培におけるフイルム張りの

要点は

1．床面とフイルムの密着如何が，マルチの効果を

左右するので整地を良くし，ローラーを転がすなど床

面を均平にしてから，フイルム張りをていねいに行な

うこと。

2．床面の両肩の部分が高いと，中央部のフイルム

の密着が悪くなるので，鰍などで両肩の部分をやや斜

めに切りとって，多少かまぼこ型にするのが理想的で

ある。

5．フイルム張り後，多少労力を要するが，両肩の

裾の部分の盛土（止土）を．両側から二人で同時に踏

みつけると．しわやたるみがなくなり，フイルムの張

りが一層よくなり，効果を高めることになる。ただし

強い炎天下に張るときは，強くのばし過ぎて張ると，

フイルムに亀裂を生ずることがあるので注意を要する。

4　ローラの鎮圧回数は1回でもていねいに行なえ

ば，相当の効果をあげられる。しかし雑草対策の面を

考え合わせると，多少労力もかかり，土壌硬度も若干

硬くなるが，2回のローラー操作が，最も適切な均平

作業と考えられる。なおかまぼこ型については，今後

の機械化に伴．う畦面整地方法として，研究を要する課

題であろう。

馬鈴薯マルチ栽培に関する研究

第1報　効果と問題点

鎌田信昭・佐藤忠士・古沢典夫・大野康雄

（岩手　県農　試）

1．ま　え　が　き

岩手県におけ■る馬鈴薯の作付面積は5，DOOba軌10

8当り収量は1・5～t d t程度であり，野菜の取扱い

で市場に出回っている。

本作物は南米の高冷地原産との説が有力であって，

冷涼な気象条件を好む特性を持っているが，低温時の

生育初期におけるマルチの効果はかなり大きく，多収

のみならずとくに早期肥大促進が頗著である。したが

って，低収な本県馬鈴薯の生産力向上，とくに早掘り

用としての実用性は高いものと評価されよう。

馬鈴薯は需地下茎作物であり，栄養体が播種される

など需実作物に比べて大いに特異性があって，マルチ

栽培法にも独得な手法が必要であるので，その概要を

述べて参考に供したい。

2．試　験　方　法

1．耕種の概要

fU　播種期：4月50日

（2）施肥量：N－t O，Ⅰ205－10，K20－1．0，

各成分勒′a，ただし無マルチ区はうちN－

n Sを追肥とした。他に厩肥150は各区共通。

（3I　供用品種：男爵薯（玉山村豪州産）

（4）密　度：9250ホーリーシート使用，㌦当り

6．08株（寄せ2粂）

2．供試条件


